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村田彰教授略歴・主要業績

村
田
彰
教
授
略
歴
・
主
要
業
績

略
　
歴

一
九
五
三
年
一
二
月　
　
　

山
口
県
に
出
生

一
九
八
八
年
三
月　
　
　
　

法
政
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
私
法
学
専
攻
博
士
課
程
科
目
修
了

一
九
八
九
年
四
月　
　
　
　

法
政
大
学
社
会
学
部
講
師
（
一
九
九
二
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
〇
年
四
月　
　
　
　

法
政
大
学
法
学
部
講
師
（
二
〇
〇
八
年
三
月
ま
で
）

　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
学
院
大
学
経
済
学
部
講
師
（
一
九
九
一
年
三
月
ま
で
）

　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
経
済
大
学
短
期
大
学
部
講
師
（
一
九
九
九
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
一
年
四
月　
　
　
　

東
京
経
済
大
学
経
済
・
経
営
学
部
講
師
（
一
九
九
六
年
三
月
ま
で
）

　
　

同　

一
〇
月　
　
　
　

秋
田
経
済
法
科
大
学
法
学
部
専
任
講
師

一
九
九
二
年
四
月　
　
　
　

秋
田
短
期
大
学
商
経
科
講
師
（
一
九
九
八
年
三
月
ま
で
）

　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　

法
政
大
学
経
営
学
部
講
師
（
一
九
九
五
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
六
年
一
月　
　
　
　

秋
田
経
済
法
科
大
学
法
学
部
助
教
授

一
九
九
七
年
四
月　
　
　
　

法
政
大
学
社
会
学
部
講
師
（
一
九
九
八
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
八
年
三
月　
　
　
　

秋
田
経
済
法
科
大
学
退
職

　
　

同　
　

四
月　
　
　
　

佐
賀
大
学
経
済
学
部
助
教
授

　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　

亜
細
亜
大
学
法
学
部
講
師
（
二
〇
〇
四
年
三
月
ま
で
）
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二
〇
〇
一
年
三
月　
　
　
　

佐
賀
大
学
経
済
学
部
退
官

　
　

同　
　

四
月　
　
　
　

流
通
経
済
大
学
法
学
部
教
授

　
　

同　
　

四
月　
　
　
　

大
東
文
化
大
学
法
学
部
講
師
（
二
〇
〇
六
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
四
年
四
月　
　
　
　

明
治
大
学
法
学
部
講
師
（
二
〇
一
五
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
五
年
四
月　
　
　
　

流
通
経
済
大
学
法
学
部
長
（
二
〇
一
五
年
ま
で
）

二
〇
一
六
年
四
月　
　
　
　

明
治
大
学
法
学
部
講
師
（
二
〇
一
七
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
九
年
三
月　
　
　
　

流
通
経
済
大
学
法
学
部
定
年
退
職

　
　

同　
　

七
月　
　
　
　

流
通
経
済
大
学
名
誉
教
授
授
与

主
要
業
績
（
こ
こ
で
は
論
説
と
最
近
の
そ
の
他
の
業
績
の
み
を
掲
げ
る
。）

「
判
例
に
現
れ
た
錯
誤
『
無
効
』
の
法
的
性
質
」
法
政
大
学
大
学
院
紀
要
一
八
号
（
一
九
八
七
年
）

「
遺
贈
と
心
裡
留
保
―
特
に
包
括
遺
贈
を
中
心
と
し
て
」（
一
）（
二
・
完
）
法
学
志
林
八
七
巻
四
号
、
八
八
巻
一
号
（
一
九
九
〇
年
）

「
遺
贈
と
心
裡
留
保
」
私
法
五
五
号
（
日
本
私
法
学
会
、
一
九
九
三
年
）

「『
禁
治
産
』・『
準
禁
治
産
』
制
度
の
各
種
法
令
上
の
効
果
」
法
と
精
神
医
療
七
・
八
号
（
法
と
精
神
医
療
学
会
、
一
九
九
四
年
）

「
資
格
制
限
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
九
六
一
号
（
一
九
九
八
年
）

「
本
人
に
対
す
る
資
格
制
限
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
九
七
二
号
（
一
九
九
八
年
）

「
補
助
制
度
と
資
格
制
限
」
東
京
経
大
学
会
誌
二
七
一
号
（
二
〇
〇
〇
年
）

「『
禁
治
産
者
』
の
遺
言
―
遺
言
能
力
の
証
明
に
関
す
る
問
題
を
中
心
と
し
て
」
法
と
精
神
医
療
一
四
号
（
法
と
精
神
医
療
学
会
、

二
〇
〇
〇
年
）
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「
強
迫
と
心
裡
留
保
」
法
学
志
林
九
八
巻
二
号
（
二
〇
〇
一
年
）

「
心
裡
留
保
無
効
」
椿
寿
夫
・
伊
藤
進
編
『
法
律
行
為
の
無
効
』
別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
六
六
号
（
商
事
法
務
研
究
会
、
二
〇
〇
一
年
）

「
新
し
い
成
年
後
見
制
度
下
に
お
け
る
意
思
能
力
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
七
八
四
号
（
二
〇
〇
四
年
）

「
理
事
の
代
表
権
の
制
限
と
一
一
〇
条
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
九
六
号
（
二
〇
〇
四
年
）

�「
温
泉
法
二
五
条
に
定
め
る
地
域
指
定
の
地
域
指
定
選
定
基
準
を
見
直
し
た
場
合
に
伴
う
法
律
問
題
」
環
境
省
業
務
報
告
書

『
平
成
一
七
年
度
国
民
保
養
温
泉
地
に
お
け
る
温
泉
の
利
用
に
関
す
る
検
討
調
査
』（
日
本
温
泉
協
会
、
二
〇
〇
六
年
）

「
成
年
後
見
制
度
―
市
長
村
長
申
立
て
を
中
心
と
し
て
」
法
と
精
神
医
療
二
二
号
（
法
と
精
神
医
療
学
会
、
二
〇
〇
八
年
）

「
契
約
の
成
否
・
結
合
と
多
角
的
法
律
関
係
」
法
律
時
報
八
一
巻
一
三
号
（
通
巻
一
〇
一
六
号
）（
二
〇
〇
九
年
）

　
　

後
に
椿
寿
夫
・
中
舎
寛
樹
『
多
角
的
法
律
関
係
の
研
究
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
）
一
二
七
頁
以
下
所
収

「
入
会
権
論
と
『
コ
モ
ン
ズ
』
論
の
接
点
―
入
会
の
『
近
代
化
』
と
の
関
連
に
お
い
て
」
流
経
法
学
一
〇
巻
二
号
（
二
〇
一
一
年
）

（
北
條
浩
元
帝
京
大
学
教
授
と
の
共
同
執
筆
）

「
温
泉
に
お
け
る
総
有
と
合
有
」
流
経
法
学
一
一
巻
一
号
（
二
〇
一
一
年
）（
北
條
浩
教
授
と
共
同
執
筆
）

�「『
コ
モ
ン
ズ
』
論
と
入
会
権
論
の
接
合
―
入
会
権
論
の
検
討
を
と
お
し
て
」
流
経
法
学
一
一
巻
一
号
（
二
〇
一
一
年
）（
北
條

浩
教
授
と
共
同
執
筆
）

「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
超
克
」
流
経
法
学
一
一
巻
二
号
（
二
〇
一
二
年
）（
北
條
浩
教
授
と
共
同
執
筆
）

「
法
律
家
か
ら
見
た
遺
言
能
力
」
司
法
精
神
医
学
七
巻
一
号
（
日
本
司
法
精
神
医
学
会
、
二
〇
一
二
年
）

「
任
意
後
見
契
約
と
精
神
能
力
」
実
践
成
年
後
見
四
五
号
（
二
〇
一
三
年
）

�「
温
泉
供
給
契
約
」
椿
寿
夫
・
伊
藤
進
編
『
非
典
型
契
約
の
総
合
的
検
討
』
別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
四
二
号
（
商
事
法
務
、
二
〇
一
三

年
）
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�「

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
新
成
年
後
見
制
度
か
ら
み
た
日
本
成
年
後
見
制
度
の
問
題
点
と
課
題
―
韓
国
新
成
年
後
見
制
度
と
の
比

較
を
中
心
と
し
て
」
実
践
成
年
後
見
五
〇
号
（
二
〇
一
四
年
）

「
国
立
台
湾
大
学
名
誉
教
授
・
戴
東
雄
先
生
記
念
講
演
・『
台
湾
成
年
監
護
制
度
の
現
状
と
課
題
』」
成
年
後
見
法
研
究
第
一
二

号
（
日
本
成
年
後
見
法
学
会
・
二
〇
一
五
年
）（
慶
応
義
塾
大
学
法
学
研
究
科
博
士
課
程
・
王
偉
杰
氏
と
の
共
訳
）

�「
台
湾
成
年
監
護
制
度
の
展
望
」
実
践
成
年
後
見
五
六
号
（
二
〇
一
五
年
）（
国
立
台
北
大
学
専
任
副
教
授
・
戴
瑀
如
著
を
慶
應

義
塾
大
学
法
学
研
究
科
博
士
課
程
・
王
偉
杰
氏
と
共
訳
）

�「
高
齢
化
社
会
に
求
め
ら
れ
る
自
筆
証
書
遺
言
の
あ
り
か
た
―
高
齢
者
の
精
神
機
能
の
特
性
を
踏
ま
え
て
―
」
実
践
成
年
後
見

五
八
号
（
二
〇
一
五
年
）

「
法
と
文
化
（
日
本
）
講
義
案
（
１
）
松
本
清
張
著
『
数
の
風
景
』
か
ら
学
ぶ
」
流
経
法
学
一
五
巻
一
号
（
二
〇
一
五
年
）

�「
愛
媛
県
第
一
回
温
泉
審
議
会
か
ら
学
ぶ
温
泉
資
源
保
護
の
あ
り
方
」
流
経
法
学
一
六
巻
一
号
（
二
〇
一
五
年
）（
周
作
彩
教
授

と
共
著
）

（
注
）�

な
お
、
村
田
教
授
の
業
績
は
、
学
会
・
社
会
活
動
、
編
著
書
、
共
編
著
書
、
共
著
書
、
翻
訳
、
学
会
報
告
そ
の
他
、
こ
こ

に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
多
く
の
も
の
が
あ
る
。
そ
の
詳
細
は
、『
村
田
彰
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
現
代
法
と
法
シ
ス
テ
ム
』

（
二
〇
一
四
年
、
酒
井
書
店
）
の
巻
末
六
〇
九
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。


